
 

 

 

 
 

化成肥料と複数の被覆肥料を組合せ、主に果菜類の生育に好適になるよう 

に設計された肥料です。 

 

 

 

 

 
 

特長 
栽培期間の長い野菜類向けに設計した肥料です 

元肥として１回施用するだけで、収穫終了時期まで、じっくりと肥効が持続します。窒素、りん酸、

加里以外に、苦土を配合しており、生育後半までの樹勢の維持、実の肥大などに効果が期待 

できます。果菜類のほか、ニラやネギ、長期栽培の花きなどに幅広く使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

施用量・施用方法 

作物 
施用量（10aあたり） 

施用方法 
現物量 窒素量 

ナス 160～200kg 43.2～54.0kg 施用量は左記を参考に、慣行 

の総窒素量に合わせ、地力

により増減してください。 

元肥として全量を全層混和

で施用してください。 

堆肥、石灰、りん酸資材など

の土壌改良資材は従来通り

施用してください。 

トマト・ピーマン 80～140kg 21.6～37.8kg 

キュウリ 140～160kg 37.8～43.2kg 

オクラ・ニガウリ 100～130kg 27.0～35.1kg 

ニラ 80～110kg 21.6～29.7kg 

ネギ 80～ 90kg 21.6～24.3kg 

スターチス・カーネーション等 50～ 80kg 13.5～21.6kg 

 

（１袋２０kgあたり） 

 

ベストマッチ® 野菜用ＬＬ７７７ 

 27-7-7-Mg1 
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1月 3月 4月 6月 2月 5月 7月 

ベストマッチ 野菜用ＬＬ７７７の肥効イメージ 

肥
効 

5月 7月 8月 10月 6月 9月 

初期に効く 

化成肥料 

初期に効く 

被覆尿素 

中期～後期に 

効く被覆尿素 

中期に効く 

被覆尿素 

N 
窒素 （化成） 0.6 kg 

窒素 （被覆） 4.8 kg 

P りん酸（化成） 1.4 kg 

K 加里 （化成） 1.4 kg 

Mg 苦土 （化成） 0.2 kg 
 


